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山梨再発見講座 遺跡から探る墓制の変遷 第２回講座 2011.1.13

「「「「弥生弥生弥生弥生・・・・古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代のののの墓制墓制墓制墓制」」」」

山梨県埋蔵文化財センター 小林健二

ⅠⅠⅠⅠ はじめにはじめにはじめにはじめに

・弥生・古墳時代の墓制と社会

ⅡⅡⅡⅡ 弥生時代弥生時代弥生時代弥生時代のののの墓制墓制墓制墓制

§１ 弥生時代の年代について

§２ 弥生時代の墓制の変遷

・西日本に分布する墓制

…支石墓／甕棺墓／石棺墓／木棺墓／土坑墓

・東日本に分布する墓制

…再葬墓／人面付土器／土偶形容器

・列島に広く分布する墓制

…墳丘墓／土器棺墓

§３ 大型墳丘墓の出現

・地域型墳丘墓

…方形（円形）周溝墓／台状墓／四隅突出型

・方形の墓と円形の墓

・前方後円（後方）型墳丘墓の登場

・邪馬台国と狗奴国

・弥生から古墳へ

§４ 山梨県内の弥生時代の墓制と地域社会

・下大内遺跡－再葬墓－

・岡遺跡と坂井遺跡－土偶形容器－

・金の尾遺跡－弥生後期のムラ－

・十五所遺跡－埋葬施設がのこる方形周溝墓－

・上の平遺跡－125基の方形周溝墓群－

・滝沢遺跡－県内最古の方形周溝墓？－

ⅢⅢⅢⅢ 古墳時代古墳時代古墳時代古墳時代のののの墓制墓制墓制墓制

§１ 古墳時代の年代について

§２ 古墳時代の墓制の変遷

・大型前方後円墳の出現－ヤマト王権－

・古墳の階層性－かたちと大きさ－

・副葬品の変化

・古墳時代像の変化



 　§３ 山梨県内の古墳時代の墓制と地域社会

 　 ・小平沢古墳の出現

    ・大丸山古墳の埋葬施設について

    ・甲斐銚子塚古墳出現の背景－甲府盆地から見たヤマト－

    ・竜塚古墳－方形周溝墓と方墳－

    ・姥塚古墳と加牟那塚古墳－大型横穴式石室－

    ・積石塚古墳の問題

   Ⅳ    Ⅳ    Ⅳ    Ⅳ おわりにおわりにおわりにおわりに

    ・弥生・古墳時代の墓制が語るもの
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239卑弥呼が魏に朝貢

青木遺跡（北杜市）

日吉ヶ丘遺跡（京都府与謝野町）

107倭面国王帥升が後漢に朝貢

三坂神社墳墓群（京都府京丹後市）

左坂墳墓群（京都府京丹後市）

大山墳墓群（京都府京丹後市）

金生遺跡（北杜市）

大風呂南1号墓（京都府与謝野町）

赤坂今井墳丘墓（京都府京丹後市）

52池上曽根遺跡大型建物跡
　　　　　　　　（年輪年代）

池上曽根遺跡（大阪府和泉市）

宇木汲田遺跡（佐賀県唐津市）

吉野ヶ里遺跡
　　（佐賀県神埼氏市・吉野ヶ里町）

二塚山遺跡（佐賀県吉野ヶ里町）

桜馬場遺跡（佐賀県唐津市）

中山遺跡（岡山県真庭市）

服部遺跡（滋賀県守山市）

大塚・歳勝土遺跡
　　　　　（神奈川県横浜市）

平手町遺跡（愛知県名古屋市）

出流原遺跡（栃木県佐野市）

岩櫃山遺跡（群馬県東吾妻町）

女方遺跡（茨城県筑西市）

縄縄縄縄
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時時時時
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弥弥弥弥
　　　　
生生生生
　　　　
時時時時
　　　　
代代代代

天神遺跡（北杜市）

酒呑場遺跡（北杜市）

下大内遺跡（北杜市）

岡遺跡（笛吹市）

南大浜遺跡（上野原市）

坂井遺跡（韮崎市）

井原ヤリミゾ遺跡（福岡県前原市）

平原遺跡（福岡県前原市）

盾築墳丘墓（岡山県倉敷市）

根塚遺跡（長野県木島平村）

今市墳墓群（京都府京丹後市）

西谷墳墓群（島根県出雲市）

萩原墳墓群（徳島県鳴門市）

纒向墳丘墓群（奈良県桜井市）

上の平方形周溝墓群（甲府市）

住吉遺跡（南アルプス市）

一条氏館跡遺跡（市川三郷町）

十五所遺跡（南アルプス市）

金の尾遺跡（甲斐市）

頭無遺跡（北杜市）

下横屋遺跡第５地点（韮崎市）

朝気遺跡（甲府市）

266壱与が西晋に朝貢

57倭奴国王が後漢に朝貢

殷

周

秦

前漢

後漢

晋

220魏王朝が興る

238魏、楽浪郡・帯方郡の
　　　                  支配権を奪う

240帯方郡の大守、倭国来訪

243・245・247
　　卑弥呼が魏に朝貢

200頃帯方郡がおかれる

前10８楽浪郡がおかれる
小野天神前遺跡（茨城県常陸大宮市）

滝沢遺跡（富士河口湖町）

A.D250

弥生時代の年表（山梨県立考古博物館 2009 『卑弥呼時代の黄泉世界』より一部改変）
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弥生時代再葬墓の分布（設楽博己 2008 『弥生再葬墓と社会』より）
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長坂・明野
須玉・韮崎

白根・若草
櫛形・甲西

豊富・三珠 中道 境川 八代 一宮・御坂
双葉・竜王
敷島・甲府
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古
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(米倉山B10号土坑)

東山南(B)2号墓
(26m)

東山南(A)K4号墓
                (9m)

東山北2号墓
(36m)

桜井畑
 2号墓
 (28m)

東山南(B)1号墓
(22m)

岩清水
 1号墓
 (24m)

甲斐銚子塚
(169m)

丸山塚(72m)

岡
銚子塚
(92m)

竜塚
(55m)

かんかん塚
(茶塚)  (25m)

桜井畑
 3号墓
 (33m)

盃塚
(25m)

寺部村附
第6
1号墓
(19m)

狐塚
(26m)

団栗塚
(30m)

表門神社(62m)

西田
 1号墓
 (12m)

 大日川原
  4号墓
 (12m)

下西畑
 4号墓
 (13m)

大師
東丹保
(36m)

物見塚
(48m)

六科丘
(28m)

高部宇山平
 (12m)

鳥居原狐塚
(25m)

大塚
(50m)

王塚(61m)

三星院1号
(45m)

 上野(20m)

諏訪尻
 1号墓
 (19m)

馬乗山
 1号墳
 (13m)

馬乗山
 2号墳
 (60m)

諏訪尻
 1号墳
 (30m)

朝日無名墳
 (20m)

大蔵
経寺前
 2号墳
(25m)

姥塚2号墓
(12m)

姥塚
4号墓
(9m)

姥塚
4号墳
(28m)

300

350

古
段
階

新
段
階

小平沢(45m)

米倉山B
 1号墓
   (19m)

大丸山(120m)

天神山
(132m)

宮の上
 9号墓(9m)

上の平
 1号墓(30m)

 上野
  1号墓
  (24m)

 坂井南
 6次1号墓
  (12m)

 大日川原
 11号墓
 (14m)

 北村
  2号墓
  (14m)

 北村
　1号墓
  (17m)

 坂井南
  4号墓
  (18m)

  亀甲塚
  (25m)
(墳形不明)

塩部
 1号墓
 (19m)

榎田
 2号墓
 (11m)

榎田
 1号墓
 (16m)

塩部
SY03
 (20m)

桜井畑
 1号墓
 (18m)

榎田
 4号墓
 (13m) 下西畑

 1号墓
 (14m)

700

600

550

650

横根・桜井
39号墓
(11m)

考古博物館構内
(15m)

大蔵
経寺山
15号墳
(12m)

姥塚
(40m)

万寿森
(38m)

加牟那塚
(45m)おつき穴

(規模不明)

長田
1号墳
(26m) 平林

2号墳
(15m)

牧洞寺
(16m)

天神塚
(20m)

双葉
 2号墳
 (28m)

くちゃあ塚(10m)

竜王
 3号墳
 (28m)

中秣塚
(28m)

経塚(12m)

笹原塚
 3号墳
(6m)

往生塚
(15m)

国分築地
1号墳(12m)

御崎
(28m)

地蔵塚
(35m)

四ツ塚
26号墳
(18m)

稲荷塚(28m)

寺の前
(20m)

狐塚
(20m)

      荘塚
      (28m)
 (墳形不明)

天神塚
(35m)

弾誓窟
(16m)

竜王
 2号墳
 (14m)

二ツ塚
 1号墳
 (22m)

千米寺
大塚
(17m)

古柳塚
(20m)

口開塚
(規模不明)

米倉山
無名墳(20m)

長田
20号墳
(25m)

大蔵
経寺前
 3号墳
 (25m)

伊勢塚
(36m)

鋳物師屋
(18m)

西原
SH10
(15m)

ヂクヤ
 (11m)

大塚
(20m)

お舟石
(18m)

穴塚
(10m)

湯沢
2号墳
(10m)

上村
(10m)

天王塚
(17m)

稲荷塚
(17m)

武家
 1号墓
 (10m)

250

上の平
 37号墓(10m)

山梨県における古墳時代の墳墓の変遷
（小林 2010 「古墳時代における甲斐の地域社会」『山梨県考古学協会誌』第19号より）
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